
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         令和６年（２０２４年）１０月２３日 発行 

【習志野市ホームページ】 学校教育だよりはこちらからもご覧いただけます 

第 号 

2024年 10月 

テーマ 

「秋・地域とともに歩む学校づくり」 

 
▪１０００か所ミニ集会 P1 

▪学校運営協議会、地域学校協働本部 P2 

▪習志野っ子の活躍（東関東マーチングコンテ

スト・小学生バンドフェスティバル、東関東吹奏

楽コンクール、教育委員会顕彰授賞式） 

P３ 

・習志野っ子の活躍（英語発表会、防犯ポスタ

ー展、防火・防災ポスター展） 
P4 

▪トピックス：研修特集 P5 

▪トピックス：習志野市スポーツ協会功労者、 

県民体育大会優秀選手等の紹介 
P6 

▪学務課の紹介、教職員の紹介 P7 

▪習志野高校ニュース、教育長コラム P8 

 

 

発行・編集 習志野市教育委員会 ☎ 047-451-1151（代表） Narashino Municipal Board of Education 

近年、学校では、いじめ・不登校対策、児
童虐待の増加等、課題が複雑化・困難化して
おり、学校のみならず、家庭や地域住民等が
相互に連携・協働して、地域全体で子どもた
ちの成長を支える社会を作っていく必要があ
ります。 
本市では、令和 5年度にコミュニティ・ス
クールを全市立小・中・高等学校に設置し、
地域とともにある学校づくりを推進しており
ます。 
本号では、学校運営協議会や地域の方を交
えた取り組みの紹介をはじめ、児童生徒の活
躍を紹介いたします。    

 （文責：教育総務課 菅谷） 

－1－ 

１０００か所ミニ集会  

 千葉県教育委員会では、地域住民の声を学校運営に生かす地域とともにある学校づくりや地域コミュニ
ティの構築を目的として、「ミニ集会」の開催を推進しており、習志野市では各学校或いは各中学校区に
て、ミニ集会を開催しています。袖ケ浦東小学校では、９月６日に人権教育をテーマに１０００か所ミニ
集会を開催しました。当日は、児童、保護者、地域の方、計７７名が参加し、一人に一つ、誰もがもって
いる大切な“名前”について考えました。児童と大人が一緒のグループになって、自由に感想を述べ、意
見を交わしました。                            （文責：指導課 野島）                                                 

袖ケ浦東小学校 テーマ「人権教育について」 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

地域学校協働本部は、地域と学校の連携体制を基盤として、より幅広い層の地域住民等が参
画し、ネットワークを形成することにより、地域学校協働活動を推進する体制のことです。 
市立小中学校に配置されている地域学校協働活動推進員が学校のニーズとボランティアの

思いを受け、調整役として活動しています。            （文責：社会教育課 今井） 

地域学校協働本部 

コミュニティ・スクール グランドデザイン 
 グランドデザインの作成 

市立小・中学校にて、学校目標や特色、地域学校協働活動
の様子などを記載したグランドデザインを作成しました。コ
ミュニティ・スクールの活動について、よりわかりやすく周
知することにより、地域住民等に学校で実施している教育活
動の内容について理解を深めてもらい、地域学校協働活動推
進員が人材の募集や活動などのコーディネートをする際に、
円滑に実施できるようにすることを目的としています。 

 商業施設への展示 

作成したグランドデザインは、１１月１４日（木）から 
２０日（水）まで、JR津田沼駅南口のモリシア津田沼２階 
センターコート吹き抜け周りに展示します。 

習志野市では、地域とともにある学校づくりを推進するため、令和５年度にコミュニティ・
スクールを全市立小・中・高等学校に設置しました。コミュニティ・スクールとは「学校運営
協議会」を設置している学校を指し、地域学校協働本部とともに学校と地域がパートナーとな
り、地域住民、学生、保護者、民間企業、団体・機関等、幅広い地域住民の参画により、社会
全体で未来を担う子どもたちを支え、地域を創生する活動を推進しています。 
地域の特性を生かし、地域と学校が一体となって課題解決に向けた取組を行うための学校
運営協議会の円滑な運営を教育委員会でも引き続き推進していきます。 
今回は、谷津南小学校での活動を紹介します。         （文責：指導課 野島） 

本校の学校運営協議会では、日頃から学校運

営に深く関わっていただいている地域の皆様

に委員をお願いしています。今年度は４月に第

１回、６月に第２回の協議会を開催しました。

第１回では学校経営方針、学校教材の購入計画

等について各委員から御意見を伺い、承認をい

ただきました。第２回では土曜参観の様子とと

もに、引渡訓練の様子を参観していただき、防

災教育充実のために活発な御意見をいただき

ました。いただいた御意見を、今後の学校運営

に生かしていきます。 （文責：教頭 藤田） 

「学校運営協議会」 谷津南小学校 

学校運営協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「音楽のまち習志野」を支える原動力。市内の児童生徒が
音楽コンクールで、ホールに音色を響かせました。 

 （文責：指導課 冨田） 

音楽コンクール（マーチング・吹奏楽） 

－3－ 

 

 

第５１回全日本中学校陸上競技選手権大会で男子１００ｍに出場
し、第 1 位を獲得した小寺 慎之助さんが市長賞及び教育委員会顕彰
表彰状、市議会議長賞を授与されました。 
 
 
令和６年度全国高等学校総合体育大会ボクシング競技大会フライ
級で第１位を獲得した片岡 雷斗さん、同大会ウェルター級で第１位
を獲得した中﨑 太相羅さんが市長賞及び教育委員会顕彰表彰状、市
議会議長賞を授与されました。 

教育委員会顕彰授賞式 
９月２７日（金）に、習志野市長賞及び教育委員会顕彰授賞式、

市議会議長賞表彰式を行いました。 

９月７日から約２週間にわたり、東関東吹奏楽コンクー

ルが開催されました。本市からは東習志野小、第三中学

校、第四中学校がそれぞれの部門に出場しました。豊かな

響きの第四中、東関東大会初出場ながら堂々とした演奏だ

った第三中、いずれの学校も素晴らしい演奏でしたが、東

習志野小学校が東関東代表として１０月１３日水戸市民会

館にて開催された小学校部門最上位大会である東日本学校

吹奏楽大会に出場し、昨年度に続き金賞を受賞しました。 

  

東習志野小学校 第三中学校 第四中学校 

１０月６日（日）流山市のキッコーマ

ンアリーナにおいて東関東小学生バンド

フェスティバル・東関東マーチングコン

テストが開催されました。本市からは、

大久保小、実花小、第二中、第三中、第

四中が出場し、いずれも各校の特色を生

かした素晴らしい発表が行われました。 

実花小学校 
（ステージパフォーマンス部門） 

金賞 全国大会出場 

大久保小学校（マーチング部門） 金賞 全国大会出場 
第二中学校（マーチング部門） 金賞 全国大会出場 
第三中学校（マーチング部門） 銀賞  
第四中学校（マーチング部門） 金賞 全国大会出場 

 全国大会は、ステージパフォーマンス部門が１０月２６日（土） 
北海道札幌コンサートホール Kitara、マーチング部門が１１月
１６日（土）に大阪城ホールにて開催されます。 

小寺さん 片岡さん 中﨑さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県防災危機管理部が主催の「防火・防災ポスター展」
にて、習志野市内の児童生徒が多数入賞しました。 令和６年度 防火・防災ポスター展  

優秀賞 

 

 

藤枝 栞里さん  田久保 和花さん 粟澤 志帆さん   八朔 幸希奈さん  佐藤 団さん 保坂 心寧さん 
（津田沼小 ３年） （津田沼小 ３年） （津田沼小 ５年）  (第一中 ３年）（津田沼小 ３年）（第一中 ３年） 

消防協会長賞 

 芳賀 響さん  佐藤 由奈さん 北島 緋名太さん 有賀 義真さん 岩 静梛さん    村田 恵一朗さん 
（第一中 ３年）（津田沼小 ３年）（津田沼小 ３年）（大久保小 ４年）（津田沼小 ５年） （津田沼小 ５年） 

消防協会長賞 

  

優秀賞 消防協会長賞 

少年女性防火委員会長賞  

－４－ 

 

 

８月３０日（金）に、プラッツ習志野にて中学校英語発表会が行われました。 

今年度は中学生の発表に加え、小学生もスピーチを披露しました。中学生は早く 

から原稿作成や練習を始め、努力の成果を存分に発揮し、小学生は保護者や先生、 

                   中学生が見守る中、堂々と発表をして 

                   いました。なお、今回スピーチの部で 

                   優勝した第五中学校の小野里紗さんが、  

                   習志野市の代表として１０月２日（水） 

                   に開催された県大会へ出場しました。  （文責：指導課 野口） 

佳作  佳作  佳作  

令和６年度 習志野市防犯ポスター展  今年度は 241人の応募がありました。どの作品か
らも防犯に対する意識の高さがうかがえました。 

岩﨑 桜汰さん   吉住 莉渚さん   林 美希さん   福井 貴浩さん   川尻 龍空さん 
（第五中 ３年）       （鷺沼小 ６年）   （第六中 ３年）          (鷺沼小 ６年）    （第四中 １年） 

市長賞 警察署長賞 防犯協会会長賞 警察連絡協議会会長賞 特殊防犯協力会会長賞 

習志野市制施行 70周年記念 中学校英語発表会 

佳作  

優秀賞 

                                （文責：保健体育安全課 北原） 

最優秀賞 

第五中学校 小野さん 



 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中初期層研修は、教職経験年数２～５年目の職員を対象に行っています。 
研修を通して、教科指導や学級経営の基礎を学びます。 

 

 
＜第 1回小・中初期層研修＞ 

実施日：5月２８日（火） 
千葉県と埼玉県の小学校で教鞭をとられた卯月啓子先生
に講義をしていただきました。御自身の経験をもとに、学
級経営や保護者対応、コミュニケーションに係る対人関係
構築能力について教えていただきました。 

＜第２回小・中初期層研修＞ 
実施日：８月 2９日（木） 

この日の研修は、午前中、東京医科歯科大学の助教授 
渡邊洋子先生にコミュニケーションスキルについて講義
していただき、子どもたちや保護者との関係作りの大切さ
について学びました。午後は、千葉県総合教育センター主
催の「出前あすなろ塾」との連携研修で、研究指導主事か
ら、保護者対応や教材研究について演習を交えながら学び
ました。 

 ＜第 3回 ICT活用教育研修＞ 
実施日： 8月２３日（金） 

研修生であるＩＣＴマイスター４期生が講師とな
り、各教科におけるタブレット端末の有効利活用につ
いて、実践例を各学校の教科主任に紹介しました。 

 

 

 

 

 

教育研究論文・実践記録研修は、教育関係職員を対象に行っています。 
研修を通して、教育研究論文、実践記録の書き方を学びます。 

 

 

 

ICT活用教育研修は、ICT活用教育の推進役となる職員を対象に行っています。 
研修を通して、ICTを活用した授業改善、校務支援や業務改善について学びます。 

＜第 1回教育研究論文・実践記録研修＞ 

実施日：５月２４日（金） 
袖ケ浦西小学校 教頭 大津真紀先生

から「論文作成の意義と作成方法」につい
て講義していただきました。教育論文の
書き方の基礎・基本を演習や実践を交え
ながら学びました。 

（文責：総合教育センター 小泉） 

 －5－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度習志野市スポーツ協会功労者（１１名） 

－6－ 

スポーツの秋です。日々、習志野

市のスポーツ振興に寄与して頂い
ている方々を紹介いたします。 
（文責：生涯スポーツ課 髙橋） 

バレーボール協会     荘司 芳子 様  
ソフトボール協会     宅和 辰郎 様 
陸上競技協会         岡野 寛   様 
(一社)サッカー協会    林  聖美 様 
テニス連盟           川口 鈴美 様 
なぎなた連盟          進藤 郁生 様 
弓道協会             犬飼 伯子 様 
ユニバーサルホッケー協会 川本 芳郎 様 
野球連盟         藤井 達也 様 
クレー射撃協会      島田 義行 様 
バドミントン協会     山田 大介 様 

第 7３回千葉県民体育大会優秀選手・優秀団体（４名・６団体） 

令和６年度習志野市スポーツ協会優秀選手・優秀団体（１１名・２団体） 

 県民体育大会優秀選手 
水泳協会       石川 和樹 様  

松浦 桂  様 
ライフル射撃協会   目羅 渚  様 
陸上競技協会     宮部 灯哉 様  
県民体育大会優秀団体 
 野球連盟 様     
ボクシング連盟 様 

 ソフトボール協会 男子チーム・女子チーム 様              
 バスケットボール協会 女子チーム 様 
 ボウリング協会    女子チーム 様 

習志野市スポーツ協会優秀選手 
ソフトテニス連盟  並木 日出俊 様  越川 梓  様 
武術太極拳連盟   荒谷 友碩  様 
バドミントン協会  真鍋 絹子  様  若林 美衣 様  小川 修一郎 様 

後藤 智彦  様  坂井 富子 様  谷藤 千香  様 
    芳賀 岳洋  様  山田 大介 様  

習志野市スポーツ協会優秀団体 
ソフトボール協会  習志野高等学校ソフトボール部  様 
バドミントン協会  Shot'04（ショット ゼロヨン） 様 

 
国民スポーツ大会（佐賀県） 習志野市在住出場者激励式 （１１名） 

岡田 拓朗  様 バレーボール競技（習志野高等学校） 
澤口 魁仁  様 バレーボール競技（習志野高等学校） 
林  星宇  様 バレーボール競技（習志野高等学校） 
藤岡 美智  様 体操競技（習志野高等学校） 
小寺 慎之助 様 陸上競技（第四中学校） 
眞野 秀成  様 水泳競技  
尾﨑 健太  様 水泳競技 
蒔田 直人  様 剣道競技 
小堺 千昭  様 スキー競技 
吉田 結   様 ラグビーフットボール 
相川 宙輝  様 バスケットボール 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度より「学校教育課」は、業務の効率化と専門 

性の向上性を目指して、「学務課」と「保健体育安全課」 

に分かれる形で再編されました。今回は、学校運営を 

支える「学務課」を御紹介いたします。 

学務課では、学校や児童生徒、保護者をサポートするためのさまざまな業務を担当していま

す。具体的には、教職員人事、産育休暇、児童・生徒の転出入対応、就学援助の管理等を行っ

ています。今年度では、各学校を訪問し、教職員が高い倫理観と法令遵守の意識を持つ続ける

ことを目的とした不祥事根絶研修を行い、不祥事を未然に防ぐ取り組みをしています。また、

各学校と連携し、迅速かつ適切な教職員の補充・配置を行い、学校現場が円滑に運営されるよ

う支援しています。これらの業務に加え、保護者の皆さまからの問い合わせの対応や、学校と

家庭をつなぐ役割も担い、教育環境の充実に貢献しています。学務課は、スローガンである「信

頼され、活気あふれる学校づくり」を掲げ、地域の皆さまと連携しながら、すべての児童・生

徒が安心して学べる環境を提供することを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内の学校事務を支える事務職員 

習志野市の小中学校では、事務処理の効率化及び質の向上を実現するため、ブロックご

とのグループで作業や業務の確認を行う事務の「共同実施」を行っています。その全体を

まとめる「共同実施統括主任」としてリーダーシップを発揮されている第一中学校の相川 

克昌 事務長を御紹介いたします。葛南教育事務所、習志野市教育委員会及び市内各小中

学校の管理職と連携し、共同実施組織間における業務の連絡や調整、指導助言が主な役割

です。時には各小中学校を訪問し、事務職員への支援・指導を行う頼れる存在です。習志

野市は、葛南地区の中でも共同実施組織がしっかりと構成されており、特に若年層への研

修が充実しております。令和５年度には、他市の統括主任が習志野市の共同実施を視察

し、今年度の共同実施に活かされているとのことでした。 

相川事務長は、長年にわたり学校事務に従事し、その豊富な経験と専門知識をもとに、

学校運営及び経営に参画されてきました。今日も「子どもの学びを支える職員の一人であ

る」という使命感を持ち、学校運営を支える重要な存在として御活躍されています。 

（文責：学務課 阿比留） 

各学校の事務職員は、年２０回、ブロック
ごとに事務の共同実施を行っています。 

若年層事務職員研修にて講師を務めた相川事務長  
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 教育委員会各課の紹介 ～学務課～ 

（文責：学務課 阿比留） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習志野高校では、９月１９日（木）コロ

ナウイルス感染症対策の期間中に実施方法

を変更していた「習高祭～体育の部～」が

５年ぶりに全体で実施の形に戻りました。

各競技をアップデートし、生徒達は、大い

に盛り上がりました。色別に一丸となり、

どの競技も全力で取り組むことができまし

た。 

【地域と共に歩むために】 

９月１４日（土）に第２回学校運営協議会を実施

しました。年間計画には、使用教材の協議が計画さ

れており、教科書の確認等を行いました。また、協

議会当日に文化祭を開催しており、学校の様子も

合わせて参観していただきました。運営委員の

方々には、グラウンドで行う吹奏楽部のマーチン

グ演奏を観覧いただきました。 

文化祭には、多くの地域の方々が来校されまし

た。生徒がアイデアを出し合った出店や飲食物に

対して温かい感想をいただきました。地域と『共

に』歩み続けるために生徒の姿で学校を語れるよ

うに日々指導を続けて参ります。 

習高祭～体育の部～ 競技の様子 習高祭～体育の部～ マーチングの様子 

   

～ 好きです ふるさと習志野 ～ 教育長コラム 

先日、地域行事の準備に参加する機会がありました。そこで感じた嬉しかったことを二つ

紹介します。 

一つ目は、この地域にお住いの複数の教職員にお会いすることができ、さらに声までかけ

てもらったことです。とかく先生方は忙しく、住まいのある地域との関係が疎遠になりがち

と言われますが、住民としての役割を果たし、地域の方と積極的にコミュニケーションを取

られている姿に頼もしさを感じました。以前この欄で、非常勤特別職の地方公務員である消

防団の一員として活躍されている教職員のことを紹介しましたが、地域の一員として貢献

することが、ご自身やご家族にとっても豊かな生活につながり、周囲から求められる姿でも

あります。なおさら、「学校」は地域“住民”の代表格であり、時代が変わろうとも、地域

の行事に教職員が積極的に参加することで、地域からの信頼を得ることができ、本市の教育

目標の一つである、地域の風がいきかう学校運営にもつながるはずです。 

二つ目は、私自身が地域の方と話をすることができ、習志野の教育のことが話題になった

ことです。その方は、かつて教育行政の仕事をされていた経験があり、「当時の上司の方か

ら『習志野市は小さな街だが、大きな（素晴らしい）教育を実践している』と繰り返し話を

されていたことが記憶に残っています」といった内容でした。「小さな街の大きな教育」は

本市の先輩の言葉であり、思わぬ形でこの言葉を耳にしたことが嬉しく、また誇らしく思う

と同時に、現在の習志野市の教育が真の意味での「大きな教育」になっているのか自問自答

させられました。本市が「大きな教育」を実践し続けるためにも「一人一人が輝く習志野の

教育」を先生方と力を合わせて取り組んでまいります。      （教育長 小熊 隆）                 
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（文責：教頭 鈴木） 


